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  1.研究の背景 
近年，商店街の衰退，シャッター通り化が身近な社会問題
として注目されている。元町高架通商店街は，ここ4，5年で
若者むけの店舗が増えたが，男性向けの店舗が多いため，特
に若い女性客の割合が低い。また，空き店舗が目立ち，シャ
ッター通り化している個所もある。 
そこで，商店街のにぎわいを創出することを目的に，空き
店舗が神戸ビエンナーレの会場として活用された。しかし商
店街の認知度，集客率にどのように繋がり，イベント自体が
どのような位置づけであるのか明確ではない。 
 
2.本研究の目的 
本論文では①対象地である元町高架通商店街の現況，変遷
を明らかにする。②商店街の活性化を図る機会となるイベン
トの実施によって，賑わいにどのような影響を与えているの
かを明確にする。③新しい客層として若い女性に受け入れら
れるような商店街を提案する。以上の 3点を目的とする。 
 
3.研究方法 
3-1.調査対象地 
 研究の対象とする元町高架通商店街は，兵庫県神戸市中央
区の JR・阪神元町駅から JR 神戸駅間の高架下に運営されて
おり，東西約 1キロ，幅約 2メートル弱の細長い商店街であ
る（図 1）。元町側から 1 から 7 丁目までに分けられており，
ひとくくりに「モトコー」と呼ばれている。 
店舗は基本的に地主がおり，建物は個人の所有物であり，
土地は JR のものである。商店街振興組合が商店街の運営を
総括しており，それぞれの丁に役員が平均 5名程度いる。 
戦後，旧国鉄の高架下に人々が集まり，生活必需品や食料
品の販売を始めた「闇市」がルーツだと言われており，当時
の面影を残す特異な商店街である 1)。 
 
図１ 元町高架通商店街位置図 
3-2.調査方法 
(1)ヒアリング調査 元町高架通商店街の移り変わり，土地
や建物の権利関係を伺うことを目的とし，元町高架通商店街
振興組合の会長さんに対し，ヒアリング調査を実施した。 
(2)変遷調査 ゼンリン住宅地図を用いて元町高架通商店街
における店舗の移り変わりについて調査した。調査対象期間
は 2013年からの過去 30年間とし，5年ごとに追った。 
(3)現況調査 フィールド調査することによって店舗の業
種・営業状況を調べた。 
(4)アンケート調査 店舗アンケート，街頭アンケート，女
子大生アンケートを実施した（表 1）。 
表 1 アンケート調査概要 
期間 形式 対象 内容目的
店舗アンケート 2013.11.27～12.01 留め置き自由記入形式
元町高架通商店街
店舗主
商店街の魅力、改善点
イベントの効果，評価
街頭アンケート
2013.11.23/
11.30/12.01
対面
聞き取り形式
元町高架通商店街
来街者
商店街利用状況
商店街の印象，要望
イベント評価
女子大生アンケート
2013.11.22～12.10
（5回実施） 自由記入形式 武庫川女子大学生
商店街利用状況
商店街の印象，要望  
 
4.結果および考察 
4-1.元町高架通商店街の現況 
 商店街全体の店舗数は 364軒あり，開業している店舗は
191軒（52.5％），ビエンナーレで利用されている店舗は 16
軒（4.4％），空き店舗は 157 軒（43.1％）であった（図 2）。
ビエンナーレで利用されている店舗は，ビエンナーレ期間が
終わると空き店舗となるので，空き店舗は全部で 173軒
（47.5％）あることになる。 
1番街から 3番街の空き店舗率は 30％以下であるのに対
し，4 番街から 7 番街は 50％以上であった（図 2）。これは，
元町駅側からの来街者が多く，立地条件に差があるためと考
えられる。 
 
図 2 元町高架通商店街の現況 
4-2.元町高架通商店街の変遷 
 商店街全体の店舗の入れ替わりは 1998年（18.9％）から
2003年（28.4％）にかけての変動が最も大きく，約 10％増
加している。また，空き店舗率は 2003年までは 1ケタであ
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ったが，2008年には 14.6％，2013年には 24.3％と急激に
増加していることがわかる（図 3）。 
 
図 3 元町高架通商店街全体の変遷 
4-3.店舗アンケート調査 
元町高架通商店街の全店舗を対象に 127店舗配布した。 
回答は 113 店舗あり，14 店舗未回収のため，回収率は 89％
となった。回答を得られた全体の 76 店舗（67.3％）が 1 番
街から 3番街であり 4番街以降が低いのは閉店している店舗
が多いためである。 
商店街の人通りは「増えた」16 名（14.2％），「やや増え
た」（46.0％）となり，商店街への集客効果はみられるが，
「変わらない」が 22 名（19.5％）となり，効果が非常に高
いとは言い難い（図 4）。来街者の客層は「中高年が増え
た」が 26 名（23.0％），「女性客が増えた」が 24 名
（21.2％）となり，芸術祭に比較的関心のある人が多いと考
えられる層が増えている。また，県外からの来客者が増えた
という意見もある。 
店舗の来客者は「変わらない」が 64 名（56.6％）と半数
以上となり，「増えた」，「やや増えた」は合わせて 24 名
（21.3％）なので，来街者が増加しても店舗への集客率には
それほどつながっていない（図 4）。なかにはイベントを見
る人ばかりで集客は減ったという意見もある。客層に関して
も「変わらない」が 54 名（47.8％）と一番多く変化にはつ
ながりにくい。増えた層の中で一番多いのは「女性客」であ
る。 
 
図 4 ビエンナーレ期間中の客足の変化 
4-4.街頭アンケート 
利用実態としては，利用目的の 38名（34.9％），元町高架
通商店街を知ったきっかけの 23 名（21.1％）が神戸ビエン
ナーレであり，ビエンナーレの注目度が高いことがわかる。
商店街への要望は「明るくしてほしい」が 37 名（33.9％），
「店舗を増やしてほしい」が 24 名（22.0％），「イベントを
増やしてほしい」が 22 名（20.2％）となり，活性化，にぎ
わいが望まれている。店舗の業種の要望は，目的で「食事」
が 3 名（2.8％）に対し飲食店，特にカフェという意見が目
立つ。このことは，要望の「フリースペース（休憩場所）を
つくってほしい」が 24 名（22.0％）となっているのに繋が
ると思われる。全長が 1 キロ以上あるために休憩場所が求め
られている（図 5）。 
 
図 5 街来者の要望 
4-5．女子大生アンケート 
女子大生が商店街に求める業種には，「かわいい雑貨屋」
133 名（73.9％），「おしゃれなカフェ」128 名（71.1％），
「女性向けのアクセサリーショップ」95 名（52.8％），「女
性向けアパレル店」93 名（51.7％）などの物販の店舗が上
位に挙げられた。これらの店舗は現在元町高架通商店街には
ない，もしくは 1，2 店舗しか見られない。また，下位には
「スクール系」1 名（0.6％），「占い」1 名（0.6％），「エス
テ」5 名（2.8％），「整体・マッサージ」6 名（3.3％）など
のサービス系の店舗が挙げられた（図 6）。 
また，清潔感や外観の明るさを重視していることがわかった。 
 
図 6 女子大生が商店街に求める店舗 
 
5.結論および今後の課題 
店舗側から見たイベントの評価は必ずしも良いわけではな
い。「商店街の雰囲気と合っていない」「環境整備ができてい
ない」「横の繋がりがない」などの問題点が挙げられた。し
かし，来客者から見ると批判的な意見はほとんどなく，イベ
ントが商店街に訪れるきっかけとなっている。したがって，
今後もイベントを継続するためには商店街内の意思の疎通が
重要となり，商店主同士の今以上の協力が求められる。 
 また，女性客を呼び込むためには安全性や清潔感を向上さ
せる必要がある。しかし，昔からの来街者にとっても居心地
の良い空間であり続けるために，すべてを新しくするのでは
なく，元町高架通商店街独自の雰囲気を活かした店舗の利用
が重要である。 
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